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　今年は、地震、竜巻、豪雨と立て続けに災害が発生し、加えて連日の猛暑と大変厳しい夏となりま
した。先の災害で亡くなられた方々とご遺族に対しまして、衷心より哀悼の誠を捧げますとともに、
被害に遭われた方々に心からお見舞い申し上げ、一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。
　また、厳しく辛いニュースの一方で、甲子園では滋賀県代表の近江高校の中尾主将が記念すべき第
100回大会での選手宣誓を立派に務め上げ、試合ではベスト8まで勝ち進む快進撃を見せてくれまし
た。猛暑の中で必死に白球を追う彼らの姿は、応援する私たちに、暑さを忘れるほどの感動と元気を
与えてくれました。私も負けないくらい滋賀県を元気にするために、より一層頑張りたいと思います。
　さて、今回の県政レポートでは、これまで監査員・副議長・議長と歴任いたしました関係で、約3年
3ヶ月ぶりに議会で一般質問を行いましたので、その内容を一部抜粋してご報告いたします。

暑さに負けない「元気」をもらいました！暑さに負けない「元気」をもらいました！
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県の計画は、大小含めて１２２もあり、基本構想や、部の総合計
画等については議決をしておりますが、正直、大変数が多いと

いうのが感想です。これだけあると、県民どころか、県庁内ですら、全
てを理解している職員は、知事も含めてごくわずかだと思われ、作成
したあと、つくりっぱなしで終わっていないかが危惧されるところで
す。そこで、まとめることで、計画の本数を減らすことが可能と考えま
すが、知事の所見を伺います。

＜知事の回答＞
　何ともならではのうまいネーミングだなと思って拝聴していたのですが、
京都に来られている方々に、来ようとされている方々に、さらにこの滋賀へ
のいざないをどうすればいいのか、今ご提案のあった拠点を開設すること
も一つでしょうし、メディアを活
用したり交通事業者とのタイアッ
プというものもまだまだできる
のかもしれませんので、あらゆる
方策でもっともっと滋賀に来て
いただけるように、さらに研究と
ともに努力したいと思います。

＜商工観光労働部長の回答＞
　６月末時点では約1％となっております。これは、近隣のアンテナショップ
と同程度です。現在、インバウンドの利用は決して多くありませんが、英語・
中国語が話せるスタッフの配置、外国人向けの商品説明やFree Wi-Fiの案
内掲示などに取り組んでおります。今後は外国人向けのSNSの充実などに
も取り組みながら、サービスの拡充を図ってまいりたいと存じます。

全国的に増加しているにもかかわらず、２０１７年の滋賀県の外
国人宿泊客はマイナス２１．７％と前年を下回っています。京都

を訪れる外国人の方々は、特に府県域の境にこだわりはなく、京都と
遜色ない大津のホテルを選ぶ人も多いのではと思います。もし京都
駅構内に滋賀県を紹介するスポットを設けることができれば、「ここ
滋賀」よりもよっぽど費用対効果が上がるのではないでしょうか。
　そこで、「ここ滋賀」ならぬ「そこ滋賀」として、特に外国人に対して
の情報発信拠点整備を京都で行い、滋賀への観光誘客を促進すべき
と考えます。大きな拠点整備が無理なら、京都や大阪にある滋賀ゆか
りの店とタイアップし、のぼりを立て優待券を配布するなど、滋賀へ
一足のばしてもらう施策を「そこ滋賀」として売り出せばよいとも考
えますが、知事の所見を伺います。

人口減少により、国内の観光客は今後少なくなると予想される
一方、外国人観光客は国策で右肩上がりとなっています。特に

外国人観光客の多い東京で、「ここ滋賀」は外国人に向けても、滋賀
の良さをもっと発信すべきと考えます。「ここ滋賀」にはどのくらいの
外国人が訪れているのか、商工観光労働部長に伺います。

数多くの計画、本当にすべて必要なものですか？

ここ滋賀も重要ですが、「そこ滋賀」をもっと推進すべきでは？

県の計画について 「ここ滋賀」ならびに本県への観光誘客について

＜知事の回答＞
　県の計画は、県行政それぞれの分野における施策の基本方針などを示
す重要なものと考えております。
　他方、行政ニーズの多様化に対応するため、多くの計画を策定しておりま
して、策定や進行管理それ自体が目的になってしまっていないか、とのご指
摘もいただいているところです。今後、健康経営に取り組む中で、全庁的な
業務のさらなる見直しの一環といたしまして、計画の策定の必要性や進行
管理の事務の状況等について現状把握を行った上で、統合による廃止等が
可能かどうか、数が減らせないかどうか、検討してまいりたいと存じます。

私は平成２７年度に議員選出監査委員を務めました。地方自治
法の改正で、議選の監査委員を置かないことも認められました

が、政策に精通した議員だからこそ、より実効性のある監査ができる
と自負しており、逆に人数を増やすべきだとも思っています。
　一方、監査制度には外部監査があります。内部監査を外部の目か
ら補完する点で有用であり、法律上委託は必要としても、自身の経験
から、監査委員との連携がうまくいっているとは思えず、より有効な
包括外部監査になるよう見直す必要があるのではないかと考えます
が、知事の所見を伺います。

包括外部監査について

＜知事の回答＞
　包括外部監査につきましては、意見に対する改善の取組を毎年積み重ね
ることにより、県全体として一定の成果が出ていると認識しています。
　しかし、ご指摘のとおり、その時々の社会・経済の情勢などを踏まえつつ、
一層の実効性が上がるよう、手法や費用についても検証を行い、必要に応
じ見直しを図ってまいりたいと思います。



小中学力テスト 全教科全国平均を下回る
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《全国学力テストにおける滋賀県の結果》

＊県教育委員会発表資料などより
●は全国最下位 （他の都道府県との同率含む）　
A＝基礎的知識を問う問題  B＝応用力をみる問題

　文部科学省が実施した今年
度の全国学力テストの結果が発
表され、滋賀県内の小中学校の
平均正答率は5年連続で全科目
が全国平均を下回りました。こ
の結果を受けて教育長には非
常事態の発令をお願いしたいほ
ど、これは由々しき問題です。
　学力テストは11年前から行わ
れていますが、滋賀県は低位置
の常連という不名誉な成績が続
いています。教育委員会をはじ
め、教師、保護者が協力して、子
供たちがしっかりと学習できる
環境づくりを早急に進めなけれ
ばなりません！

　今後は会派として、この全国学力テストで常に上位をキープしている秋田県
を視察訪問する予定をしています。秋田県では生徒数に対して先生の数にも
余裕があり、生徒の学習の習熟度に合わせた少人数学級の環境が整っていま
す。視察の際には実際の授業を参観させていただく予定もありますので、しっ
かりと長所を吸収して、滋賀県の学力向上に役立てていきたいと思います。


